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は じめに

　 「中国 の 学生 に は， ロ
ー

ル ・プ レ イ の よ うな教室活動 は あ ま り向か な い の で は な い か」
一

こ れは
， 筆者が 北陸大学に 赴任 し て ま もな く留学生 別科 の 日本語教員達の 問で 話題の 一つ に な

っ た こ とで ある。同 じ日本語教育 とは言 え，筆者の 関わ っ て きた海外英語 圏における 学部日本

語教育と，日本 にお ける大学 ・大学院進学の ため の 日本語教 育 とは，確 か に授業の 目標 ・内容

を異 にす る 。 また
， 対 象者が漢字 圏学習者で あるか ， 英語圏学習者で ある かに よ っ て

， 抱 える

問題点も違っ て くる 。 しか し，学習者の 文化的背景 は，学習者の 言語学習 に対す る意識の 形 成

（こ こ で は，ビ リーフ と呼ぶ ）に まで も異なる影響 を与えて い る の だ ろ うか 。

　本稿は，まず．Little（1999）の 提唱す る学習 者自律の 普遍 性 （learner　autonQmy 　universality ）

の 概念 と
， それ に 反す る ア ジ ア系学習者 に 対する典型的な見方 に つ い て論 ずる 。 次 に

， 留学生

別科の 中国人学習者 7 名を対象に 行 っ た グ ル ープ ・イ ン タビ ュ
ー調査 を もと に

， 日本語学習に

関する学習者の 視点を探る。文化や コ ン テ ク ス トの 違 い に 関わ らず，す べ て の状 況に 適応す る

学習者 自律の 定義付 けが最終 目標 で ある 。 本稿 は
， その ため の 予備調査 と して

一
つ の 手が か り

を得る こ とに よ り，今後の 調査 として発展 させ る ため の もの で ある 。

1．学習者 自律 と文化 的影響

　Jones（1995）は，学習者 自律 をあ らゆ る 文化に 関わ らず ， 価値あ る 目標と定 め る こ とは 危

険で ある と主張す る 。 Ellis（1996）も
， 伝統的授業に 慣ら され て 来た学習者に

，
コ ミ ュ ニ カ テ

ィ ブ活動や 学習過程 に価値 を置 い た授業は，彼 らの 授 業に対す る期待 と実際の教室活動 との 聞

に 差 が あ り過 ぎる た め
， うま く行 か な い こ とが 多 い と い うこ と を指摘 して い る 。

一
方 ，

Littlewood（1999）は，「自律は西洋的な考 え方で あ り，東 ア ジ ア系学習者には適 し て い な い 」

とい う批判 に対応 で きる よ う，
ど の 文化 に も当 て は まる 自律 理論 が必 要で ある と強調す る 。
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COtterall（1998）は こ れ に対 し
， 学習者 自律向上 の 焦点は

， 教師と学習者間の 役割関係で あ り，

学習者自律 を促 す前提 として ，学習者や 教師が言語学習 に対 して ，どの ようなビ リー
フ を持 っ

て い るか ，そ して，その ビ リーフ は ど こか ら来 る の か を考慮 しなければな らない と して い る 。

　また，Hurd （1998）に よれ ば，学習者自律が ，言語学習 プロ グ ラ ム ・デ ザイ ン の 問題に置 き

換 えられて い る 点に問題がある の で あ り，それ以前 に民族的な違い や そ の 他 の 違 い が どの よ う

に言語学習者 に 影響 して い るか を見 極め る必要が あ る と して い る 。

　筆者は，上 記の Hurdの指摘の よ うに ，言語学習 プ ロ グ ラ ム ・デザ イ ン を固定化 して考える

こ とに問題があ るの で は な い か と考 える 。 学習者 自律が ， 計画か ら評価 まで を学習者自らがす

べ て実行で きる ように な る とい う学習形態に よ っ て の み成 し遂 げられ る と い う前提 に疑問 を抱

い て い る 。

2 ． ア ジア 系学習者 に対 する典型的見方へ の 疑問

　Hayashi （1998）は
， 教師 に対 す る権威や 教師 との 関わ りに 対す る 学習者 の 意識 は

， 文化 的

背景 に よ っ て 培われ て きた もの で あ り，文化 に よ っ て 違 い が あ る と して い る 。 Marie −

Christine　Press （1996）の 調査 で は
， アジ ァ系学習者は

， 繰 り返 し， 暗記 ， 間違 い 訂正 ， 筆記

テ ス トとい う教育活動 をよ り好む傾向にあ る とい う結果 を得た と報告 して い る。

　Purdie，　 Douglas＆ Hattie　q996＞は
，

ア ジ ア系学習者へ の 典型的な見方 に つ い て 次の ように

述べ て い る 。

　 「ア ジア系学習者は
， 機械的な暗記学習に 頼 り， 扱 わ れ て い る教材か ら何 を学ぶか とい っ た

深 い 視点や理解 に 乏 しい 。 そ し て
， 知識 と い うの は，だれか権威の ある もの に よ っ て伝 えられ ，

そ れ を認憶する こ とだ とい う見方を持つ
。 従 っ て ，学生達は

， 教師の 言 うこ とや 教科書に書か

れ て ある こ と を疑い な く取 り入れ よ うと し， 教師の 言 うこ とか らは
，

た とえ どの よ うな こ とで

あ っ て も正 しい 答えが導 き出され る と考える 。
こ うした こ とか ら，彼らは，理解する よ り， 知

識 をただ言 わ れる ままに吸収 しよ うとす る受 け身的学習者 と考え られて い る 。 」

Pierson （1996）もまた
， 中国人 学習者の 典型的見方を示 して い る 。

　 「中国人学習者は ，受け 身的で ，教 師の 権威 に対 してあか らさ まに挑戦す る態度 を示す こ と

は ない 。 また
， 暗記 を好 み ， 教師か ら受けた知識 に対 して は，疑 い な く受 け入れ ようとす る 。

自分の 考 えで何 か しよ うとする こ とが少 な く，教師の 権威に 服従す る こ とを望 ん で い る 。 」

　Watkins （1991）に よる と
，

上 記 の ような ア ジ ア 系学習者 へ の 典型的 な見方 を裏付ける調査

報告は数多 く出され て い る とす る
。

　 「ア ジア 系学習者は欧米系学習者 に比 べ る と
， 暗記に 頼 る とい う結果は

，
過 去の 様 々 な調査

で 報告 されて い る 。 ア ジア系学習者 を教えて い る教師達 は，学生達が教師 の 権威 に頼 り，自ら

考 え自分 の 意見を持 つ とい うこ と に 欠ける と批評 して い る 。 」
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　上記 の見解 か らする と，ア ジ ア 系学習者 は
， 暗記や繰 り返 し的練習 とい っ た従来の 伝統的授

・

業 ス タイ ル を好み ， 教師主導的授業を求め て い る，従っ て ，学習者の 文化的な違 い や ，過去の

経験か ら授業に何 を期待 して い る か とい っ た前提的状 況を十分考慮する 必要が あ り， 現存する

自律の 概念に は適応 しに くい とい う考え方が 成立 す る 。

　Jones（1995）は，自律の 概念 は，ア メ リ カ や 西洋社会 に お ける個人主義 的価 値観で あ り，

価値観 の 異なる社 会や文化を背景 に持 つ ア ジ ア系学習者に そう した教育的 目標を取 り入 れ る の

は慎重 で な けれ ばな らな い と して い る 。

一
方 ，Littlewood（1996）は ，ア ジ ア系学習者は，自

律的学習に向い て い な い わけで はな く，む しろ他者 との 協力に よっ て学習者自律 を向上する適

性がある の で は な い か と主張す る 。

　しか し，最近の 調査 で は ，
こ れ に反する結果 も出されて い る 。 Biggs（1993）は ， 中国人及

び 日本 人学習者 は
， 記憶 ス トラテ ジーを特 に 好 ん で い る と い うの で は な く， 記憶す る こ と を通

して理 解する と考 える 傾向にある として い る
。 同様に，Purdie，　DougIas＆ Ha しde （1996）は

，

日本人学習者 と オ ース トラ リ ア 人学習者の 比較研究か ら
， 両学習者 に お ける学習 に 関す る概念

に差 は ほ とん どな くt 日本人学習 者は，学習 を記憶す る よ りもむ し ろ
， 理 解す る と い う概念 に

結び付 けて い る傾 向が 強 い こ とを示 した 。 Holden ＆ Usuki （本号 〉 にお い て も
， 日本人学習者

の イ ン タ ビ ュ
ー調査か ら得られ た こ ととして ，どの よ うな方法が外国語学習 を向上 させ るか と

い う問 い に対 し
， 対象とな っ た学習者の ビリーフ と し て は ，メ タ認知ス トラテ ジーが多 く提示

され たに もか かわ らず，実際使 っ て い る ス トラテ ジーとして 挙 げ られた の は記憶 や認知ス トラ

テ ジ
ー

が多 い 傾 向が示 された 。
つ ま り，言語 ス キ ル を向上 させ る手段 として メ タ認 知ス トラテ

ジーを有効 と考 えて い る学習者 ビ リ
ーフ に反 して

， 現実 に は
， 記憶や 認知ス トラ テ ジーの 使用

を よ り必要 とす る状 況 に置か れ て い る と も考 え られ る
。 Watkins＆ lsmai1（1994）に よ れ ば

，
ア

ジ ァ 系学習者の 固定観念を裏付ける調査 は
， 文化的違 い を調べ る調査 そ の もの へ の 信頼性 に も

疑 い が持 たれる もの で
， 確 か に成功 した学習者 には共通 点は ある もの の

，
ア ジ ア 系学習者 は

，

暗記主 義的学習者だ とする の は疑 問で あ る と して い る 。 上 記の 異 な る 見解は ，学習者の 文化的

影響 に つ い て 議論 が分か れる と こ ろ で あ り， 量的調査 に 加 えて
， 今後 は

，
イ ン タ ビ ュ

ーや ダ イ

ア リ
ー

な どを使用 した質的調 査の 結果が問 わ れ る とこ ろ で あ る 。

3．研究の 目的 と方法

（3 − 1　）　目白勺

・受験 を 目標 とす る カ リキ ュ ラ ム の もと，教師主導的授業を中心 と した コ
ース にお ける学習者

　自律に つ い て検 討す る。

・ア ジ ア 系学習者は ，教室活動 や ，学習者 ・教師の 役割に対 して どの ような 視点を持 っ て い る

　の か を明 らか にす る
。

（3 − 2 ）対象者

　1999年 3 月に初め て 来 日 し ， 北陸大学留 学生別科 3 ク ラ ス の うち ， 日本語 レ ベ ル の
一

番高 い

ク ラ ス で 日本語 を勉強 して い る中国人学生 7 名 （男 ：女 ＝ 2 ： 5 ）。

　来 日前は ，い ずれ も自国の 大学，専門学校等で 日本語を学習 して きた
。 来 日後 ，

プ レース メ
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ン ス ・テ ス トに よ っ て，クラ ス 分けが行わ れ た 。

　 コ
ース は ，大学

・大 学院 へ の 進学 を目的と し，その ため に，日本語能力試験 1級合格 を目指

す こ と も目標の
一

つ とな っ て い る 。

（3 − 3 ）方法

（1）留学生別科教員の 協力 を得 ， 対象クラ ス の 学生 に イン タビ ュ
ー調査協力 を呼び か けた 。

（2 ）自主的に調査協力を申し出 た学生 7 名を 2 グ ル
ープに分け ，留学生別科教員に イ ン タ ビ

　　 ュ
ー

日時 を設定 して もらっ た 。

（3 ）各グ ル
ー

プ ご とに，調査 目的 を説明 した後 ，質問 に対 し，全員が 回答する こ とを原則 と

　　 して
， イ ン タ ビ ュ

ーを実施した 。 イ ン タ ビ ュ
ーは

， 筆者が行 い
， 録音 して 文字化 した 。

　　 使用 言語は
，

日本語で ある 。

　　 （調査 は授業 を担 当 して い ない 筆者が行 っ た 。 こ れは
， 学習者の 心理的防御の 影響 を少

　　 な くする とい う利点を考慮 した もの で ある）

（4 ）会話の すべ て を文字化 した後 ， 各 質問に対す る 学習者 7名の 発 言の 要点 を意味 を中心 に

　　 捉 え，意味 コ
ー

ドを つ けて い っ た 。

（5 ）意味 コ ー ドに よる分析 を ， 各項 目ご とに整理 して まとめ た 。

（6 ）さ らに ， 意味 コ ー
ド分析ご との 学習者の 回答例 と意味 コ

ー
ドを示 した解答数を表に した 。

（7 ）調査 目的の 考察として
， 問題提示 とな る学習者の デ ィ ス コ ース を取 り上 げた 。

4 ．結 果

分析結果 をA ）学習者 に関わ る 要素 と B ）教 師 ・授業 に関わ る 要素 の 2 つ に分 ける 。 A ） に つ

い て は，学習者 ニ ーズ ．学習ス トラテ ジー
に 関する ビ リーフ な ど，学習者は何が 問題か （必要

か）， そ して
，

どうした ら解決で きる か （向上で きる か） とい うス トラテ ジーに 関す る ビ リー

フ を調べ る もの で あ る
。 また

，
B ）に つ い て は

，
ど の よ うな こ とが 学習者自律を向上 させ （励

ま し），
ど の ような こ とが 学習者自律 を妨げるか を検討 する もの で ある 。 （図）（数字は 回答か

ら分類 された頻度数〉
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［図 1 ：

　A ）学習者に関わる要素

イ ン タ ビュ
ー

調査分析結果 か ら得 られ た学習者 ・教師 ・授 業に 関わ る要素］

5

学習者 ニ
ーズ

言語能力 （‘

磁∴
学 習 者 （4 ）一

［籌 用

そ の 他 （3

磁
ス

→

解決方法 （ス トラテ ジー
）

メ タ認知 （15）

認　　知 （5 ）

記 　　憶 （1 ）

社　　会 （2 ）

情 　 　緒 （4 ）

向上の ための ス トラテ ジー

峇

　 に　　 る

授業内 （2 ）一 集中

授業内外の 連携 （11）　 他者か らの 助言

　　　　　　　　　　　記憶

　　　　　　　　　　　 復習

　　　　　　　　　　　練習

授業外 （5 ）一 実際場面 で の 使用 ・日本人 との 会話 （コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ）

愚

　　　こ　　 る　 害

自己賞賛

自己内省

自己モ ニ タ ー

自己制御

肯定的自己ビ リーフ

情緒的影響 （楽 しみ ・興味）

に　わ る　 専

　 言語 レ ベ ル （日本語 レ ベ ル ）

E　 リ ソ
ース

　 機会

の 　 専

あご が
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B ）教師 ・授業に 関わる要素

期待す る教師の役割
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霾難韈羅 靉鑢黶 靆i
（4 − 1）学習者 ニ ーズと学習ス トラテ ジー

貧
：
問 ’自分 に とっ で，今， どの よ うな こ とが泌・要か

　学習者 ニ
ーズ と して 提示 され た の は，言語能力，学習者、その 他 の 3 要素に 関 して で ある 。

言語能力に つ い ては ，ボキ ャ ブ ラ リ
ー

， 聴解力 ， 会話力など特定の 領域 における 自分の不足部

分 を自覚 し， 能力 向上の 必要性を指摘 した 者が 5 名 い た 。 下記 に取 り上げる デ ィ ス コ ース で は
，

特 に
， 学習者 の 自己 モ ニ ターの 意識 を捉える こ とが で きる 。

例 ：

学生 C ：私の 場合 は，
一

番今，
一
番重要な こ とは，日本語 を日本語で 考える能力 の 上達で す 。

筆　者 ：今の 時点で は どうです か。 中国語で 考えて る ？

学生 C ：そ うい う場合 も多 い で すが ， 日本語で 日本 語 を簡単 な 日本語な らす ぐ， 日本語で 話せ

　　　　ます 。 もし
， 複雑 な場 合に な っ た ら で すね 。 複雑な場合 に な っ た ら，まず，中国語を

　　　　考えて
， それ か ら日本 語に訳す とい う形 。

筆　者 ：授業の 中で 意識 して い ますか 。

学生 C ：うん
，

は い
。 そ うい う意識 をず っ と持 っ て い る 。

例 ：

学生 E ：私の 場合 は，聴解が とて も苦手 だ と思 い ます 。 私 に と っ て
一

番必要 な科 目は ，聴解だ

　 　　　と 思 い ます 。

筆　者 ：授業 の 中で は
， 何 か意識 して い ますか 。 聴解力 を強 くしよ うとする ため に 。

学生 E ：授 業の 中で
， あの

， 授 業の 中で
， 先 生は

， 皆 な 日本語 で し ゃ べ っ て い ますか ら
， あの

　　　　聞 き取れ な い とこ ろ もあ ります の で ， とて も苦しい と思 い ます 。

　学習者自身に 関わ る こ と と して は ，自己 の 努力 ，対象言語を身に つ け る 機会 の 必 要性 を最も

必要 とする こ とと して 挙げた者 は 4 名で
， 学習者 と して の 責任 を 自覚 して い る こ と を示 して い

る 。

例 ：

学生 B ：私の 場合は ，自分の 個入の努力 ， もっ と もっ と努力すれば い い で すね 。

　 そ の 他は，リ ソ
ー

ス や 時聞の 必要性，自分 の ペ ー
ス で の学習 の 必要性 を挙 げた学習者が 3名
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い た
。

　学習者 ニ ーズ を どの よ うに 解決するか
，

そ の 方法 として下記に示すよ うな様々 な学習 ス トラ

テ ジー （オ ッ ク ス フ ォ
ー ド

，
1994）が示 された 。

［図 ∬ ： 問題 に対す る解決方法 （学習ス トラテ ジ
ー
）］

メ タ認知ス トラテ ジー
　　（15）

自分の 学習 を正 しく位置づ ける一

［鵯乙雛抽 、。 、。集 中す。 、、，

　 癰 聴

酢謙飜 ∴，

自分 の 学習 を きちん と評価す る

τ．器雛事軽玄
）

，、，

認知 ス トラテ ジー
： （5）

L　　 情報内容を受け取 っ た り，送 っ た りする
一

情報内容を受け取 っ た り，送 っ た りする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た め に さ ま ざまな資料 を使 う （4 ）

　　 練習 をす る一 自然 の 状況の 中で 練習する （1）

記憶 ス トラ テ ジ ー ： （1）

　L
繰 り返 し復習する

一
体系的 に復習 をする （1 ）

情意 ス トラテ ジ ー
： （4 ）

ヒ
　　 自分 を勇気づ け る

一 自分 を鼓舞する こ とば を言 う （3 ）

　　 自分の 感情 を きちん と把握する一 体 の 調子 を診る （1）

社会的ス トラテ ジ「 ： （2 ）
L 他の 人 々 と協力する

匸糊薯灘諜 鑒轡
ω

　図 llで わ かる よ うに
，

メ タ認知ス トラテ ジーの 指摘が非常 に多 く， 記憶 ス トラ テ ジーの 提示

は少なか っ た 。

（4 − 2 ）向上の ための ス トラ テジー

質問 rEI本語 のカ をどの よ うに向土 させ るか

　学習 に 関わ る要素 ， 学習者に 関わる要素 ， 教師に 関わる要素 ，
そ の 他の 要素に分ける こ とが

で きた 。

346
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

中国人上級 日本語学習者 の 日本語学習 に関す る 視点 9

（4 − 2 − 1）学習に 関わ る要素

　授業内 ， 授 業内外の 連 携 ， 授業外の ス トラテ ジー
に分 けられた。

　授業 内は
，

メ タ認知ス トラテ ジー
； （重点 に 集中） ； （実践 の 機会）， 授業外 は

，
メ タ 認知

ス トラテ ジ ー
（実践 の 機会），認 知 ス トラ テ ジー （自然の 状況 の 中で の 練習）が 挙 げ られ た 。

中で も ， 授業内外 の 連携 に 関 して は
，

メ タ認知 ス トラテ ジ ー
（自己 モ ニ タ

ー
）， 記憶ス トラテ

ジー
（文章の 暗唱 ， 単語 の 暗記 ） ； （復習）， 認知 ス トラ テ ジ

ー
（練 習）， 社会的ス トラ テ ジ

ー

（他者からの 助言〉な ど，授業内外 を結び付けた学習活動を向上の ための ス トラ テ ジー として

多 く挙 げて い る 。

　 しか し，下 記の例の よ うに，授業外で実際の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と して使 っ て み る こ とを強

調 して い る と同時に
， 暗記する こ とを非常 に重視 して い る傾 向 も見逃せ な い 。

例 ：

学生 C 一
年生 の 時，つ ま り発音 の 練習の 時で すが

， その 時 い つ も鏡が 日 の 前 に
， そ うや っ て

そ うい う練習 を よ くや りま した （が ）
註

， 発音の 勉強が 終わ っ て か らす ぐ文型 ， 簡単

な文型 「私は ，〜で す」とい う文型 にな りました （が ），
そ の 時か らただ文章の 暗唱

で した 。 暗唱 。

一
年生 ・二 年生勉強 した精読の 授業で 勉 強 した文章 は全部暗唱 して し

まい ました 。 そ れ と，そ して毎週，大学には 日本語 コ
ー

ナ
ー

が あ りました 。 日本語 コ

ーナ ーで ， 日本 人の 留学生 と話すチ ャ ン ス が あ ります （した）。

学生 A 　と りあえず， も し，文法を勉 強 した ら，翌 日ある い は 2 〜 3 日後 に もう
一

度 ， 復 習 し

　　　　ます 。 こ れは
， する必要があ ります 。 もし ， 単語 を勉 強 したら ，

で きるだ け新 しい 単

　　　　語をい か し て ，もし 日本人が い た ら 日本人 と話 します 。 何 か もし，何か 間違 い が あ り

　　　　ますか
，

もし こ うい う考えが あれ ば
，

こ れ は
， 何か 会話 に 上 達する に な ら な い と思 い

　　　　ます 。 何か 間違 っ て も構 い ませ ん 。 こ れは
， 必要で す 。 で きるだ け，勉強 した単語 と

　　　　か文法とか 日本人 の 前で ，どん どん し ゃ べ るほ うが い い で す 。

学生 D 　
一
年生，二 年生 ，まだ まだ日本語 は ， ほ とん どわか らな い

。 長 い 文 とか 会話で きな い

　　　　ん で す よ 。 通 じな い ん で す よ 。 で もまず ， 暗記 ， 文章 の 暗記 ， 暗記 した もの を使 っ て
，

　　　 使 っ て み て （る こ とが ）役に立 つ
，

ぼ くに と っ て は役に立 つ と思 い ますよ
。

（4 − 2 − 2 ）学習者に 関 わる 要素

　学習者に関 して は ，自己主導的要素と して 自己賞賛，自己内省 ，自己モ ニ タ
ー

，自己制御，

肯定的 自己 ビ リ
ーフ，情 緒的自己評価 と い っ た項目が見 出され，学習者の 自己 に対す る責任意

識が 強 く表わ され る結果 とな っ た 。 （表）
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［表 ：学習者に関わる 自己主導的要素1

自己賞賛

「ある程 度読め る
， 聴 く能力持 っ て い る 」

「授業中，
一

言わか っ た」

「だ ん だん向上」

「日本語 レベ ル 上手」

自己内省

「1 ， 2 年の 時，まだまだ ，日本語は，ほ とん どわ か らない ，まだ

まだ好 きで はなか っ た」

「長 い 文 とか会話で きな い 。 通 じな い 」

自己モ ニ タ ー 「発音練習」

「レベ ル 向上 」

自己制御

「復習 ，
こ れ はする必要が あ ります」

厂何か 間違 っ て も構い ませ ん」

「で きる だけ ，
どん ど ん しゃ べ るほ うが い い 」

「聞 くの は一
時の 恥 ， 聞か ぬ は一

生 の 恥 ， 諺 どお りに や っ て きた」

「一番重要 な の は，自分の 努力」

「む ちゃ くちゃ に練習 して」

肯定的 自己 ビ リ
ー

フ 「夢 中に な っ た ら
， 勉強が大丈夫成功 で きる

， 上手に 話せ る」

情緒的影響
「日本語が好き」

「どんな に うれ しか っ たか」

（4 − 2 − 3 ）教 師に 関わる要素

　向上 の た め に教師の 与 える影響を指摘 した の は ，中国人 日本語教 師の 日本語 レベ ル （1 名），

教師か ら与え られる
，

または，助言 され る リ ソ
ー

ス （2 名）や 学習 の 機会 （1名）で
，
授 業に

関す る学習ス トラ テ ジーや学習者の 自己主導的意識 と比較す る と
， 教師 に つ い て の 指摘 は非常

に少 なか っ た 。

（4 − 2 − 4 ）そ の 他

　上級生の 日本語 レベ ル へ の 憧れ （1名）， 日本 人や 日本語その もの に 対する魅力 （2名） を挙

げる 者 もい た
。

（4 − 3 ）初級 レ ベ ル の 人 へ の 向上の ためのア ドバ イス

質周 」初級 レ ベ ル の入 に ア ドバ イス する と した ら，
ど の よ うなこ とか

　初級 レ ベ ル の 人 へ の ア ドバ イス として 挙げ られた回答は，学習者が持 つ 日本語学習 へ の ビ リ

ーフ を よ く反映して い る 。

　自己に関 して は，自分 自身へ の 意欲づ け，自己制御，ゴー
ル設定，学習ス トラテ ジ

ーとして

は，前述 した向上の ため の ス トラテ ジーと同様，メ タ認知，記憶，認知，社会的ス トラテ ジー
，
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及び，授業内外連携が 提示 された 。 や は りこ こ で も向上 の ため に は
， 学習者 自身の 学習 に対す

る意識が最も重要で ある とい う点が強 く表わ され て い る 。 反面，学習者の 自己意識以外の 要素

として
， 環境や教師の 影響 に 関する ビ リ

ーフ も指摘 された。

例

筆 者 どうや っ て 日本語の 力を今の レ ベ ル にする こ とがで きた と思 い ます か。

学生 G　 それ は，や っ ぱ り先生 が 教えたんで し ょ 。 それ に私 たち の 努力 。
い くら努力か は ，日

　　　　本語の レ ベ ル
， 教 えた レ ベ ル 。

筆　者　日本語 を教 えた先生の 日本語の レ ベ ル と 自分 の 努力 ，
どち らが 強 い で すか ね 。

学生 G　 や っ ぱ り先生 で しょ 。

学生 E　 私は
， 自分が重要だ と思い ます 。 自分の 努力が重要 だ と思 い ます 。 もちろ ん，先生の

　　　 教える の も重要だ と思 い ます けど，
一
番重要な の は ，自分の 努力だ と思 い ます 。 は い

。

学生 F 　 中国 時代は
， 勉強 した 日本語は や っ ぱ りテ ス トだ け の た め の 日本語勉強 で す け ど，私

　　　　の 場合 は，や っ ぱ り日本語が大好きで すね 。

学生 F 　自分 自身の 努力 と，先生の い い 教える方法両 方です ね 。

学生 E ：もちろ ん ，自分の 努力は 一番重要だ と思 い ます けど，日本語が 上手に なる の は，た く

　　　　さん の 単語 を （先生が ）教 えな けれ ばな らな い
。 まず は，た くさ ん の 単語 を覚 えて ，

　　　　それか ら日本語の 文法 もちゃ ん と教 えて
， その 単語 と文法 と生か して （た ら）日本語

　　　　の レ ベ ル は ，だ ん だ ん 上 手に なれ る と思 い ます 。

学生 G　先生 の 授業 に情熱 して ，自分が もっ と，自分が買物 に行 っ た ら，行 っ た り，ど こ に行

　　　　っ て も日本人 で すか ら，間違 っ て も構わ な くした らい い と思 い ます 。 授業 は もち ろん

　　　　で すが，授業 は よ く聞い て ，授 業で 勉強 した こ とを買物 とか 日本人 に会 っ た 時に こ れ

　　　　を使 うようにな っ た ら早 くよ くなる と思 う。

i韈轗 爨i攤鑠鏤麟 鑼霾

（4 − 4 ）良 い 授業

賃
二

聞 ’良 い 授業 とたttど うい う授業か o

　良 い 授業 と して 挙げ られた要素 と して
， 科 目に 関する こ と，内容 ， 教師 ， 学習者 の 4項 目に

分ける こ とが で きた 。

　科 目に関 して は，読解，会話，聴解，文法，語彙，作文な ど，全 て にわ た っ て お り，学習 者
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が 自分に と っ て 必要 な授業 とい うとらえ方をし て い る
。

内容に つ い て 挙げた学習者 は
，

日本に つ い て 日常生 活 に つ い て い うこ とで 一致 した 要望が あ

る 。

例 ：

学生 E ：日本の い ろ い ろな こ とを理 解するため にや っ て い る，そ うい う授業が い い 授業だと思

　　　　う。

　教 師に関する要素 と して は，教材提供や詳 しい 説明とい っ た教師か ら情報をよ り効率的に与

えられ る こ と，また ，教師側が 学習者 に 対す る十分 な把握 をす る必要がある こ と とい っ た教師

主導的要求が大 きか っ た 。

例 ：

学生 B ：私は
，

どうい う授業が い い か と考 える と
，

や っ ぱ り授 業を受ける学生達 の 学生 の レ ベ

　　　　ル に合 う授 業が何 よ りだ と思 い ます 。 授業 の 内容 の 難 しさとか易 しさとか関係 な く，

　　　　早 く学生 の 今 の 持 っ て い る レ ベ ル の （を）高め られ る ような授業 だっ た ら
一
番い い です 。

学生 D ：先生の
， や っ ぱ りい い 先生な ら自分 （が ）学んだ知識 をは っ きり皆 さん に ，学生 さ ん

　　　　に 教 えて い る の は
一
番 い い 先 生 だ と思 い ます 。

例 ：

学生 F ：別科生 に と っ て は ，日本語能力試験 を受ける ため で すか ら
， 能力試験の た め の授業が

　　　　
一

番 い い 。

学生 G ：授業 中は
， もっ と詳 しい 説明 を して い た だければ一

番い い と思 い ますけ ど 。 さっ と教

　　　　えて理解で きな い こ ともや っ ぱ り残 っ て い ますね 。

筆　者 ：使 っ て い る 教 科書 を詳 しく説明する授業が い い 授業 ？

学生 G ：そ うで すね 。

学生 E ：もっ と詳 し く説明する ほ うが い い
。 や は り，難 しい 文法と難 しい 単語の 説明とか 。

学生 G ：私は，もう
一

つ 欲 しい もの は， F さんが言 っ た ように，た とえば t

一
級の テ ス トの 単

　　　　語の まとめ とか を もらい たい 。 今か らきちん と記憶 して お い て （たら），

一
番 い い と

　　　　 思 い ますね 。

　すべ て 教師に 関わ る事項の み に 集中 した発言だ っ た の で
， 筆者は

， 学習者側の 責任の 問い か

けをお こ な っ た 。 そ れ を受けて ，初めて 学習者側の 要素が 出た 。
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先生 の こ とが 出 ま した け ど
，

じ ゃ
， 先生 がす べ て よ い 授 業 ，

悪 い 授業 を決め ますか 。

学生 D 　 そ うとは 限 らな い 。 協力が必要なん で す 。 つ ま り，
い い 先生な ら

， 学 生 さん を興奮

　　　　させ るか もしれ ませ ん 。 積極的に答えた り， 教 えた りす る （の が ）可能性が ある 。

学生 A 　学生 の 態度 ， 授業 中の 態度 とか
， 先生 に 質問が はげ しい で すか 。

　　　　こ れ は雰囲気 も必要で す 。 もし，先生 が 質問 出 して，だ れ も答えて くれ な けれ ば，

　　　　こ れはち ょ っ とあ まりよ くな い で す 。

学生 B ：授業 とい うの は
， 何か ， あの

，

一
つ の 授業が い い 授業 に な るか どうか は ，もち ろ ん

　　　　先生の 役割 は
一

番重要だ と思 い ます 。 非常 に重要だ と思 い ます 。 もちろ ん学生 の 協

　　　　力も必 要なん で す 。

（4 − 5 ）良 くない 授業

二ifRn7∴良ぐな い 授業とば ど うい う授業か 。

　良 くな い 授業に つ い て は，圧倒 的に教師側 の 責任 が強調 され た 。 下 記 に ま とめ た の が そ の

回答で ある 。

　
・教師 の 教育能カ ー 学習 者に 良 くない 影響 を与 える ， また は ，何の 影響 も与 えな い

　 ・教 え方の 問題 一教科書を教 える域 を出ず，教師の 知 識 ・経験 ・意見が含 まれ な い

　 ・教 師の 言語能カ
ー

中国人教師の 日本語 レ ベ ル に 問題 があ る場合

　 ・学生の レ ベ ル の 把握 の 欠如

　 ・無責任
一

授 業の 準備 や計画不足

　特 に ，学生 C は ， 教 師の 影響 が学生 の 学習態度に も反映する こ とを指摘 し て い る こ とは，

興味深 い
。

例 ：

学生 C 良 くない 授業 っ て，うん ，あん ま り役に立 たな い 授業 。
つ ま り，特に ，先生が そ う

い う先生 が あ っ た ん で すが ，先生 が 本 を読み な が ら教 える とい う，あん ま り自分の

考え方，自分の 意見が入 っ て い ない
。

筆　者 ：先生の 意見が 入 っ て い な い ？

学生 C 　そ う。 そ し て そうい う先生 が
， そうい う先生 の 授業 を受けた学生 達 も自分の 意見が

　　　　ない と言わ れて い る
。

筆 者 ：じゃ ，かな り先生 の 影響が学生に もある ？
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学生 C ：大 きい で す 。

学生 A 　私 は C さん の 意見 に賛成で す 。 もし， 先生が本通 りに読み なが ら皆 さん に 教 える よ り

　　　　も，
む しろ 自分で独学する ほ うが い い じ ゃ な い で すか 。

筆　者 ：授業 を受ける よ りも自分で 独学 の ほ うが い い ？

学生 A 　そ う。 先生 は
， 何か教科書の 中に 書 い た内容の ほかは

， 越える内容が も しあれ ば もっ

　　　　と い い と思 い ます。

一
方 ， もう

一
つ の グ ル

ー
プ で は

， 教師の 責任が強 く主張 され た 。

例 ：

学生 F ：私の 場合 ， 先生は
， 授業前に きちん と準備 して お い て ， 今度の 授業中に何 を教 えます

　　　　か
，

どの 練習をや りますか
， その 時間に と っ て 十分で きますか，色 々 の こ と を きちん

　　　　と準備 して お い て
， 時間を無駄 に 使わない よ うに して くだ さい 。 授業中 ， 思 い 付 い て

，

　　　　思 い 出 した 。 それは一
番 きらい だ 。

　上記 した回答 に反 して，学生 E は，学習者側の授業 に臨む態度が一番重要で あ り，

わ る授業 は どの よ うな授業で あ ろ うと，自分 に 有益だと い う認識を示 した 。

例 ：

学生 E 日本に 関係が ある授業は
，

どん な授業 も自分 に い い （だ）と思 い ます 。

日本に 関

（4 − 6）中国の授業 ・教師 対 日本の 授業 ・教師

質問 」週去の 授業 ぱ
，

ど の よ うな授業だ っ たか

　中国人 日本語教師に対 し て と
， 日本人 EI本語教 師に対 して と で は ，学習者の 意識の 持 ち方に

違 い が ある こ とが示 され た。 中国人 日本語教師は ， 学習者に とっ て は ， 目指す べ きモ デ ル と し

て 映 り， 日本人教師は
， 対象文化の

一
部 とし て 映 っ て い る こ とがわ か る 。

例 ：

学生 B 日本人の 先生 と中国人 の 先生 と，教 え方 とか，なん か違 うん で す よね 。

あの
， 日本人の 表情 とか考 え方 とか

， あの や っ ぱ り中国人で すね 。 言語 だけで ね 。 教

えて くれ る能力，もちろん あ りますけ ど，で も，日本人の 考え方 とか，動作とか，表

情 とか，ち ょ っ と違 うん です よね 。 は い ，文法的な知識で すね 。 ち ゃ ん と教 えて くれ

る ん で す けど 。 あの ，で もぐれ は
，

しか たが な い ん じ ゃ な い ん で すか 。

関連 して学習者 ビリ
ーフ と して 話題 に 挙が っ た の は

， 中国人教師 と日本 人教師の 与 える授業
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効果 に関 して で ある 。 中国に い て も授業外で の 日本入 との 交流 を持 つ こ とが で きた学習者もい

るが （例 ：学生 E の 発 言），ほ とん ど の 場合，授業は文法中心 の 内容 ， 実 際使 われ て い る 日本

語 とは離れて い る もの ，暗記を強調する とい っ た伝統的形式であ り，学習者は，こ れ に反 して

コ ミュ ニ カテ ィブな内容を好 んで い る こ とが強 く表わ された。

例 ：

学生 B 国に い る時で すね 。 授業 で 習 っ た 日本語 を日常生活に使えるチ ャ ン ス がなか っ た ん で

す。 だか ら，は い ，な んか文法的 な知識で す ね 。 結構 ， 身 に付 きま した け ど 。 で も，

話せ る ぐらい の ね 。 それを活用 ですね。 で きなか っ たみ たい で す。 は い
。

例 ：

学生 A 中国人 ， 大学 に い た時は
，

や は り中国人で す か ら
， 授業 中は

， 授業 中は
， 中国語で 皆

さん に教 えて あげ ました。あ の ，そ して，内容は主に文法に つ い て の授業をや りまし

た 。 試験 の た め で すね 。 試験の ため の 文法 を教 えて くれ ま した 。 日常会話 とか 日常用

の単語 とか文法は教 えて くれなか っ たです 。 教 えた単語，文法は，生活で はあん ま り

使 わな い
。

例 ：

学生 B ：今 。 思 い 出 した ら
，

い い 点 とい うと で すね 。 きち ん とね
， ち ゃ ん とね

， 文法で すね
，

　　 　 習 い ました 。

筆 者 ：文法 を習 っ た 。

学生 B　 は い ，良 い 点 と い うよ り， ち ょ っ と苦手で した ね 。 会話 の チ ャ ン ス が なか なか なか っ

　 　　 た ん で すね 。

例 ：

学生 E 高校 の 授業は，テ キ ス トだけで や っ て い ますが ，大学に 入 っ て ，聴解，精読，判読 ，

ビデ オ を見 る授業 もあ ります 。 それ か ら
， 日本 の 留学生 と

一
緒 に交流 とい う授 業 もあ

ります 。
は い

。

学生 F　 中国時代は ， だ い たい
， テ ス トのため の授業ですね。 あの 会話の 練習 とか実際の 練習

　　　　とか全然なかた ん で す 。 や っ ぱ り長 い 日本語 を勉強す る時間が長 い で すけ ど
， なかな

　　　 か上 手になれ なか っ た ん で ，まあ，クラ ス ・メ ー
トは ， 2 〜 3 年間専門に 日本語 を勉

　　　 強 して きて
， まあ とて も上 手だ と思 い ます 。 なぜ な らば

， 私は繰 り返 して 考えて
， 授

　　　 業の 方法と関係あ ります ね 。 日常の 会話とか は
， 実際の 場面 とか を作 っ て

， 会話の 練

　　　 習 とか，その チャ ン ス が多い で すけ ど，私は ，自分 で 自覚 して 勉強 した ん で ，こ ん な

　　　 チ ャ ン ス が 少 ない だ け ど，や っ ぱ り学習の 環境 は
， や っ ぱ り

一
番重要だ と思 い ます

　 　　 ね 。
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　また
， 日本語 を習 うの なら日本人教師で なければ な らない

， 日本とい う環境が必要だ とい う

声と
， 初級 レベ ル で は

， 中国人教師の ほ うが 日本人教 師 よ り好 ましく， 学習者 レ ベ ル に よ っ て

母国語で の 授業が必須で ある とい う声 も聞か れた 。

例 ：

学生 G　 日本 人の 先生か ら教 えた の が，真の 日本語だと感 じて い ます 。 日本人 で はな い 先生 か

　　　　ら教 えて もらうよ うな 日本語の 授業は よ くない 。

学生 C　 大学一年生の 時 ， 教 えた 日本語の 先生達はみ な中国人で した 。 で も，その 一
年生 の時，

　　 　　あ ま り日本語が わ か ら なか っ た で す 。 その 時，中国人の 先生 が い い と思 い ま した 。 も

　　　　し，
一年生 の 時，日本人の 先生が い た ら （だ っ た ら），先生が何が （何 を）言 っ て い

　　　　る の か全然わか らない で す 。 だか ら， そ うい う授業がた ぶん役 に立た ない 。

　しか し
， 全体 的に 日本人教師 ， 日本 の 環境 に対す る肯定 的な見方は共通 で

， 様 々 な犠牲 を払

っ て 強 い 意志で 日本留学 を決意 した留学生達 の 意識が 反 映 され て い る
。

　そ の 中 で も
， 学生 D の 発 言は興味深 い 点 を示唆 して い る 。 そ れは

， 中国人教師の 学習者 に対

する意識や期待 で ある 。
つ ま り， 学習者が暗記 を好 ん で い る よ りもむ しろ ，教師が 「中国人学

習者 は暗記力に優れて い る」 い う見方を持ち，暗記を強要する傾向にある の で は な い か とい う

点で ある 。 実際 ，
ここ で イ ン タビ ュ

ーした 7 名の 学習者 は
，

これ まで 見て きた よ うに
，

い ずれ

もコ ミ ュ ニ カ テ ィ ブな学習活動や 実際場面で の 日本語力を求め て い る 。

例 ：

学生 D 先生 だけ しゃ べ っ て い た， とい うこ とが普通 なん です 。 先生 の 立場か ら見 れば ，中国

の 学生 は，皆なす ご い 暗記す る の が ，暗記 する力が （を） い っ ぱ い 持 っ て い る
， 書 く

の がみ ん な上手 ， しゃ べ る の が苦手 ， とい うこ とが （を） よく耳に しましたの で 。

筆 者 先生が ， そうい うふ うに思 っ て た わ けね 。 じゃ ，中国で は会話の 授業は どん な感 じだ

　　　　っ た んですか 。

学生 D 　本を見なが らですね 。 先生 は ，こ うい う文型，よ く日常会話 で 使わ れる ，使 われ て い

　　　　ます か ら
， ち ゃ ん と覚えて欲 しい

。

筆 者 ああ ， 覚える 。

学生 D 　 うん ，うん 。

筆 者 そ れ を説明するわけ ？

学生 D 　そ う。
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（4 − 7）期待する教師の役割

貿周 ’娚待 する教 師の 投割 とぱ何か

　期待する教 師の 役割につ い て の 回答は，学習者の 自律的意識が もとに な っ て い る こ とが 下記

の発言か らも分かる。初級 レベ ル段階で は，教師が基本 を指導す る とい う形 を好 ま しい として

い る見方があ り，中上級 に い くに 従 っ て，教 師の 援助的役割 を求めて い る こ とが伺 える 。
い ず

れにせ よ，教師の権威を求め ，指図 を待 っ て い る とい う姿勢とは異 なる 。

例

筆 者 ：日本語の先生 に求め る こ と，先生の役割 とい うか ， 先生に期待する こ と 。

学生 C ：もし ， 先生が私の か わ りに勉強する こ とがで きる ならば い い と思 い ますが ，
こ れが不

　　　　可能な こ と で すの で
，

つ ま り， 先生 の 役割は
， 手伝 い とい う役割だ と思 い ます 。 う

　 　 　 　ん 。

学生 B 　 ユ
ーモ ア 。 皆 さん をで きる だ け笑 わせ る よ うなユ ーモ ア 。

学生 A 　 もし， 何 か授業以外 は
，

わか らな い と こ ろ が あれ ば
， 先生 に 聞 く方 が い い で す 。 先生

　　　　の 意見 とか考え方は
， 自分の 参考に な ります 。

学生 B ：本当の こ と を言 うとね 。 手伝 うと い う言葉が 適当だ と思 い ますね 。 それ は
， 先生 方は ，

　　　　い ろ い ろ教えて くれ ますけ ど，で も，自分が受け取 っ て い るか どうかは，わか んない

　　　　で しょ 。 先生 もわか らない で しょ 。 （自分が ）先生 は，い ろ い ろな学生 に 教 える で し

　　　　ょ 。 で も個人個人 ですね，何％で すね ，受け取 っ たの かわ か らない で し ょ う。 う一ん 。

　　　　だか ら
， 自分 の 勉強す る こ と に つ い て で すね 。 や っ ぱ り，

一
番大事な の は 自分が 勉強

　　　　す る か ど うか ， 受け取 る か ど うか は
， そ れは

， 大事で すね 。 （先 生は） 自分の 勉 強 に

　　　　と っ て は，勿論教える の は 非常に大事だと思 い ます け ど，で も，先生が せ っ か く教え

　　　　て くれ た の に
， 受け取 らなけれ ばお しい な あと思 っ て 。

学生 D 　 そう　（だ） と思 い ます 。

しか し，学習者が初期 の段 階で は
， 教 師主導的授業が必 要で あ る と い う意見 も出 され た 。

例

筆　者 ：中国の 先生が講義み た い に説明 を して，全部暗記 しな さい っ て言 っ て ，皆なが こ う書

　　　　い て た授業 ？

学生 D ：普通 なんで す 。
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筆　者 ：それ が
， 普通 なん で すね 。 それは

， 本当 に先生の 役割 っ て い うの は
， 手伝 い で は ない

　　　　ん で すよね 。

学生 D ：そうで すよね 。

一年生
，

二 年生
， そ うい う関係が なか っ た ん で す よ 。

筆　者 ：手伝 うとい うよ り， 教 え込む ？

学生 B ：教え込 む。

筆 者 ：そ れ は，皆さん は い い と思 っ て な い の ？

学生 A ：い い と思 い ます。

学生 B ：そ の 時は
，

い い と思 い ます。

筆 者 ：その 時 っ て い うの は ，申国で 日本語 を勉強 し始め た時で すか 。

学生 B ：は い
， そうで す 。

筆　者 ：で も， 今の レ ベ ル で は
， 手伝 い の ほ うが い い ？

学生 B ：手伝い の ほ うが い い とい うよ り，考え方とし て ，自分が知 らな い こ とを全部先生が教

　　　　えて くれ るか ら，
一

生懸命や らな くて もい い なと い う気持 ち じ ゃ な くて
， 先生が 努力

　　　　 して 本当に工 夫 して （なん か）教え方 も考えて ，い ろ い ろ様 々 なこ と教 えて くれます

　　　　け ど 。 今は ，もう大人に な っ て，そ うい う具体的なこ とを どうや っ て受けと るか ，ど

　　　　の 程度 ，
どの 部分 ，自分 に役に立 つ か ， 自分 に しか わか らない か ら， そ うい う意味で

，

　　　　先生 は，手伝 い とい う考えな んです よ 。

筆 者 ：C さ ん は ，
一
番最初 に始め た時は ，中国人の 先生

， それ が 良か っ た ん で す よね 。 そ の

　　　　先生 は
， 教 え込 む っ て い う感 じで したか 。 全部全て 知識 を与 える っ て い うか

， その 時

　　　　 は，それが一番 よか っ たで すか 。

学生 C ：は い
。 そ うで す 。

筆 者 ： じ ゃ ，レベ ル に よ っ て ，， ，

学生 C ：レ ベ ル に よ っ て 違 い ます 。

筆　者 ： じ ゃ ，レ ベ ル に よ っ て ，先生 の 役割も違 う？
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学生 C ：うん
。 そ う。

　 1 つ の グ ル ープ で は
， 優 しい 先生 対 厳 しい 先生 につ い て の 討論 とな っ た が，これ も，中国

入学生 は，教師の権威を求め る とい っ た典型的見方に相反する対話で ある 。

例 ：

筆　者 ：期待す る 日本語の 先生 っ て い うの は どうい う先生 です か 。

学生 G ：知識面 も広 い し
， 私た ち と友達 に な れ るや さ しい 先生 。

学生 E ：知識 も広 くて
，

ユ
ー

モ ア を持 っ て授業をお もしろ くし て
，

こ うい う先生 は，い い （だ）

　　 　　 と思 い ます 。

学生 F ：だ い た い 同 じ感 じで すね 。

筆 者 ：じゃ ， 皆 さん
， 厳 しい 先生 は好 きじゃ ない ん で すか 。 厳 し い 先生 は

， あ ま り良 くな

　 　 　 　 い ？

学生 G ：良 く無 い 。

筆 者 ：厳 しい 先生 よ り友達 みた い な先生の ほ うがい い ？

学生 E ：うん
， うん

学生 F 二それは
， や っ ぱ り， 付 き合 うチ ャ ン ス が多 くな る 。 厳 しい 先生 は

， ち ょ っ と。

学生 G ：自分が 思 っ たばか り （思 うだけ）。 話す こ と もで きない で し ょ 。あ の ，私 の 思 い を先

　　　　生に 話 した ら
， その 先生は理解で きない と思 っ て い ます （思 い ます ）。

筆　者 ：厳 しい 先生 は
， 日本語が上手 に なる の に 良 くない ？

学生 F ：友達み た い な 。

学生 G ：あん ま り厳 しす ぎた ら
， 授業中 レベ ル が高 くて も問うこ と もで き な い で し ょ 。

こ の 問

　　　　題 しか わか らな い の に
， 問うた ら恥ずか しい で し ょ 。

学生 F ：甘す ぎる の もや っ ぱ りね 。

学生 G ：成人で すか ら， 自分がみ て
， ああ こ れ は しなければ な らない 。 わ か っ て ますね 。 甘す
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ぎた ら
， （私が） しよ うとして も， （先生が）しな くて もい い で す 。 そん な先生 はない

で し ょ 。

学生 E ：先生 は ，厳 しす ぎる と授業中 ，
とて も緊張す る 。

学生 G ：胸 が ど きど きして 。

学生 E ：もともと答 えられる問題 は （で も），先生 は （が），自分の 名前を呼んで （だ ら），緊

　　　　張 して答 えられ ない とい うこ と もあ ります 。

筆 者 そうで すね 。 緊張 しす ぎて
，

わ か っ て い る こ と もわか らな くなる 。

学生 E ：は い は い
。

学生 F ：た とえば，きょ うは
，

この 先生の 授業があ っ た 。 気持ちが よ くない とい うこ と もあ り

　　　　ます し ， や っ ぱ り， 好 きな先生の 授業が あ っ たら，とて もうれ しい です ね 。 楽 しみ で

　 　　　すね 。

5 ．考　察

　イン タ ビ ュ
ー結果 をA ）学習者 に関わ る こ と と

，
B ）授業 ・教 師に関わ る こ と の 大 き く2 つ

に分けて 見て きた 。 大学 ・大学院受験を控え，日本語能力試験受験 も必要で それ らの 合格が コ

ース 目標で あ り，それぞれの 留学生の
一

致 した達成 目標で もある 。 日本語力向上 は
， そ う した

限定 され た状況の 中で の もう一
つ の 目標で ある 。 語学力向上 の た めの 理想の 学習 ビ リ

ー
フ と現

実 の 自分 の 置 かれ た状況で の ジ レ ン マ を学生 G は
， 明確 に表 わ して い る 。

例 ：

学生 G ：今 ，

一
番必要 なの は

， 時間で す （が）。

　　　　自分 が （に ）時間だけあれ ば
，

あの
，

ど こ に い て も
，
B本人 と話 して も勉強に な る で

　　　　し ょ 。 今は
， 無理 で す 。 先生か ら教 えて もらっ て ，自分が一生懸命本 を見 た りしなが

　　　　ら勉強しなけれ ばならな い ですか ら 。 時間が
一
番必要だ と思 っ て い ます 。

　
一
般 に ，自律的学習 と自己主導型学習 とは 同

一
と考 え られが ちで ある 。 それ は ，学習者の 興

味や好 み ， 学習ス タイル を考慮 し， 学習者の 計画に基づ い て学習者自らがすべ て の 学習過程 に

責任 を持 っ て 実行す る学習活動 を最終 目標 とす る とい う考 えか らきて い る （Holec， 1981）。 し

か し ，
コ
ー

ス 目標 ， 学習者自身の 目標，時間的制限 な どに よ っ て
，

上 記の 学習形態が 理想とは

考えに くい 場合も多い
。 学習者が試行錯誤す る そ の 学習過程に こ そ ， 学習の 意味がある と い う

理 論は
， 確か に 理想論 として掲げられ る べ きか もしれ な い

。 そ して
，

そ うした学習を実践 し に

くい とす れば，教育 シ ス テ ム その もの の 改善を要す る とい うこ とで もあろ う。 しか し，現実 に
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は
， 目の 前にある具体的なハ ードル を越 える こ とに対処 しなければ ならな い 場合が多い

。 通常 ，

定め られた カ リキ ュ ラ ム の 上 で は
， 効率的に教 師がその 経験 を生か して 学習者 を導 く， また は

，

情報や知識を与 える と い うこ とも必要不可欠で ある 。 従 っ て
， 自律的学習の 形態は

， 状況 に よ

っ て様々 であ り，筆者は，形態 よ り学習者意識に焦点を当て る こ とが より重要視される べ きで

は ない か と考 える 。

　また，ア ジア系学習者 は，教師主導型授業に慣れ て い るた め，自律的学習 に は不向きで ある

とい う見方も改 め られ る べ きで
， む し ろ

， どうい うこ とが 学習者の 自律性をよ り生か すこ とに

つ なが り，
ど うい うこ とが 損ね る こ と に なる の かを考 えて い かなければ ならな い

。 これは
，

ア

ジ ア系学習者 として の 文化的影響 と捉えられ る よ りも，教育，教師の 意識 の 変革の 必 要性 と捉

え られ る べ きで は な い か 。 また
， 学習者側 に対 して は

， 教師の 責任 を追求す る前 に
， 自己へ 向

ける意識をよ り強調させ る よう導 い て い かなければな らない
。

つ ま り，教師と学習者両者 の 役

割 に対す る自覚 で あ る 。 外 国語学習 は
， 授業内外 を越え た学習が 必要で あ り，

コ ース 終了後 も

継続的学習を要する とい う点で ，学習者の意識，そ して そ れ を支える 教師の 意識の 持ち方は，

ど の よ うな学習形態が優 れ て い るか を議論す る よ りも重要で ある と考 える 。 加 えて
，

ア ジ ア 系

学習者に対する典型的見方に つ い て も， 改め て考えて み る必要が あ り， それ に は ， 彼 らの 声を

聞 く場が よ り多 く求め られ る 。

　本稿 の 結果で は
， 対象学習者は

，
メ タ認知ス トラ テ ジ ーを重視 して お り， 暗記 した もの を実

際に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン として生かす こ とを強調 して い る 。

　また
， 教師 の権威 を求め ，知識 の 注入 を待 っ て い る受 け身的学習態度 とは相反する 声が数多

く収集され た。

おわ りに

　本稿 における調査 は
， 対象者 の 数が 7 名 と少な く， 来 日 して か ら 1 ヶ 月程 た っ た 時点で 実施

した もの で あ っ た
。

こ の 調査 を予備調査 と して 位置づ け，今後更に個別的調査 や他グ ル ープ調

査
， 来日直後 とコ

ー
ス 終了直前の 2期に分 けた調査へ の 発展 ， 継続 に よ り ， 質 ・量両面で の デ

ータ収集 を図 りた い 。 そ して
， 学習者 自律向上 が ， 単に

， 学習者 へ の
一方 的なス トラテ ジ ー ・

トレ
ー

ニ ン グ に陥っ た り，プ ロ ジ ェ ク ト・ワ
ー

ク の 設定が 唯
一

の 方法で ある とい う誤解 の 域 を

越 え， 学習者 の 視点か ら我 々 教師が何 を学べ るか とい う姿勢 を持 つ 必 要で あろ う 。

註

（ 〉は ，解釈を容易にす る た め，筆者が 加えた り，修正 した りした もの で ある 。
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